
様々な課題・困難・不安を抱える女性への支援体制を充実させ、「誰一
人取り残さない」社会づくりに取り組む。
・目標：交流会開催回数  実績：１回  目標：１回（達成）
・目標：出張型講座開催回数 実績：５回  目標：５回（達成）
・目標：交流会において女性の支援に資するつながりを作ることができた
人の割合  実績：100％ 目標：70％（達成）

１ 支援者養成プログラムの実施
女性支援への関心がある人を支援者へと育成し、支援者のネットワー

クを拡大・強化するために、基礎講座（１年目）、発展講座（２年目）、交流
会（３年目）で構成したプログラムを実施。
２ 地域コミュニティの中での支援者の拡充
地域コミュニティの中で女性特有の困難さを理解する支援者を増やす

ため、出張型の講座を福祉関係者、看護学生等に対して実施。

１ 支援者交流会 ： 女性支援に携わっている人の交流会（１回開催）に
は42人の参加があり、女性の支援に資するつながりを作ることができた
と回答した人の割合は100％だった。

２ 出張型講座 ： 社会福祉法人や看護専門学校等で実施した出張型講
座（５回開催）には、計250人の参加があり、平均理解度は99％だった。

上記交流会や出張型講座において、今後の相談や支援の際に役立てて
もらうよう、女性支援者用ハンドブック（令和４年度作成）を配布した。

本事業は、女性支援への関心がある人を支援者へと育成し、支援者の
ネットワークを拡大・強化するために、基礎講座（１年目）、発展講座（２
年目）、交流会（３年目）で構成した事業であり、令和６年度までの３年間
で一区切りがついたため、いったん事業は終了とする。今後、「困難な問
題を抱える女性への支援に関する法律」を踏まえて策定した「静岡市困
難な問題を抱える女性への支援に関する基本計画」に基づく取組として、
女性支援に関わる人をどのように育成していくか検討が必要となる。

市女性会館、県立大学看護学部、市立静岡看護専門学校、市立清水看
護専門学校、静清教職員組合、社会福祉法人静和会

女性のための支援者養成事業 【静岡市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ５８０ 千円

交付金額 ４３５ 千円

事業番号 ４

・DVなど深刻な問題を抱える女性の相談が増加しており、支援機関との
連携が課題である。
・相談内容が複雑化・多様化していることから、支援者の知識向上が求め
られている。
・市民意識調査（R3）では、DV経験者の42.9％が「誰にも相談しなかった」
と回答しており、相談しやすい環境や身近な支援者の養成が課題である。



女性のための支援者養成事業

（１）支援者交流会
支援者のネットワークを拡大・強化するため、女性に関わる支援者として活動している方を主な対象

者として、講演会と意見交換会を組み合せた支援者交流会を実施した（１回）。

（２）出張型講座の実施
地域コミュニティの中での支援者の拡充するため、社会福祉法人、看護専門学校等において、ジェン

ダー問題が根底にある女性の困難の理解に向けた出張型講座を実施した（５回）。

（３）女性支援者用ガイドブックの活用促進
上記交流会や出張型講座において、今後の相談や支援の際に役立ててもらうよう、女性支援者用ハ

ンドブック（令和４年度作成）を配布した。

事業の概要

※令和４年度作成の支援者向けガイドブック

（女性が直面しやすい様々な困難についての解説
やそれらに関する支援窓口を掲載） ↓
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